
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 本太 小学校 ）     学校番号 ００６                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 笑顔あふれ、規律ある学校  磨き合い・学び合い・高め合える学校  組織力を十分に発揮できる学校        

          

重 点 目 標 

１ 主体的に考え、行動し、豊かに交流できる児童をはぐくむ教育活動の推進 
２ 他者と豊かにかかわり、節度ある児童の育成と安心・安全な教育環境づくり 
３ 保護者、地域との連携強化による、信頼される学校づくり 
４ 組織の力が十分発揮され、誰もがやりがいを感じる学校づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で

は、国語、算数共に全国、市平均と比べ概ね良

好な結果である。 

○単語や計算等の基礎的な力は身に付いている

が、文章題など複雑な問題に対して考える前に

あきらめてしまう傾向が見られる。 

（課題） 

○全国学力・学習状況調査の分析から、苦手な問

題や難しい問題にぶつかると、問題に取り組む

前にあきらめてしまう傾向がある。 

○児童アンケートによるＩＣＴの活用状況が低く

昨年度末のタブレット故障機が約４０台ある。 

○学びの自律と

個別最適化、

探求化を可能

にするＩＣＴ

の効果的な活

用 

〇児童が学習活

動でＩＣＴを

活用できる 

①全国学力・学習状況調査の振り返りを

通して、自らの学習課題を把握させ、

児童の学びの自律化を図る。 

②各教科の授業でデジタルの優位性を存

分に生かせるような授業計画にチャレ

ンジし、個別最適で探求化する学びに

つなげていく。 

①児童童が自己採点の結果を基に、自ら

の学習状況を把握し、自分に合った目

標を立て、達成に向けて主体的に学び

を進めることができたか。 

②学校自己評価において、主体的な学び

に関連する項目において、８５％以上

の児童が肯定的な回答をしたか。 

①全国学力学習状況調査の結果を見ても

昨年度より向上が見られる。また、自

己採点結果をもとに児童が主体的に振

り返ることができた。 

②学校自己評価においても主体的な学び

に関連する項目は概ね 85％を超えるこ

とができた。 

Ｂ 

①子どもたちの個別最適化と主体

的な学びを促進させるために、

学習ツールとしてのＩＣＴの活

用をさらに進めていく。 

②子どもたちの学習観を変容でき

るような授業の改善に挑む。 

 

・ＩＣＴは、子どもたちにとっ

て「未来を拓く鍵」になるも

のである。 

・タブレットの破損が多いとい

う課題を受け、ＰＴＡの協力

のもとタブレットケースの整

備等を行ったが、引き続き、

児童や家庭にタブレットの扱

い方を周知するなどＩＣＴ環

境の整備に努めてほしい。 

・ＩＣＴの授業での活用が増え

ている状況が見られるが、効

果的な活用についてさらに研

究を進めてほしい。 

○シン・ＧＩＧ

Ａスクール構

想 （ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｐ）を最大限

活用した授業

改善の推進 

 

①全国及び市の学力学習状況調査の結果

から、無回答の状況を分析し指導方法

の改善に向けた研修を行う。 

②エバンジェリストを増員し、環境整備

を行うとともにミライシードの研修を

進め、デジタルの優位性を生かした授

業改善を進める。 

①日々の授業において、自力解決する力

を身に付けることで、全国学力・学習

調査の無回答率を市平均より低くする

ことができたか。 

②ＩＣＴの活用に関する児童アンケート

の結果で市平均を上回ることができた

か。 

①無回答率については、確実に減少して

いる。授業の中で、児童の自力解決す

る姿が平常化されている。 

②ＩＣＴの活用については、学年・学級

差があり、引き続きの努力を要する。 
Ｂ 

☆ＳＳＳＰの最大活用を試行錯誤

の中で推進し、本校に合った形

に定着させる。 

 

 

 

 

2 

（現状） 

○不登校傾向の児童が複数名在籍している。必要

に応じて、専門機関や学校の専門職とのつなが

りをもち、対応している。 

○毎月のアンケートや児童理解研修等を活用し、

児童の不安や児童間のトラブル等に組織的な対

応をしている。 

（課題） 

○建物の老朽化が進んでおり、危険箇所や整備が

必要な個所の点検を定期的に実施し、速やかな

整備を進め、安心・安全で美しい環境を維持す

ることが必要である。 

○児童一人ひと

りが幸せな学

校生活を送れ

るよう支援す

る生徒指導・

教育相談体制

の更なる充実 

 

①欠席状況や教室での様子を毎日観察

し、気になる児童については、ＳＣや

ＳＳＷを含め組織的に対応し、必要に

応じて関係機関とつなぐ。必要に応じ

てオンライン学習を活用する。 

②月 1 回、生徒指導、教育相談、特別支

援合同委員会を開催し、具体的な対応

について協議する。 

①年間３０日以上欠席している児童が、

令和４年度に比べ、１５％削減するこ

とができたか。 

②学校評価において、「学校が楽しい」

と肯定的な回答をした児童が９０％以

上になったか。 

 

①年間 30 日以上欠席している児童につ

いては、ほぼ前年度と同様の結果であ

る。引き続き努力を要する。 

②約 95％の児童が「学校が楽しい」と回

答している。さらに一人ひとりに目を

向けて、丁寧な指導に取り組んでい

く。 

 

 

Ｂ 

☆積極的な教育相談体制を確立

し、児童、保護者に寄り添った

対応を丁寧に展開し、児童・保

護者のニーズに応えられるよう

尽力する。 

 
 

・登校時の児童のあいさつが以

前よりも増えた気がする。こ

れは「学校が楽しい」と感じ

る児童が多くなっていること

と関わりがあるのではない

か。 

・生徒指導・教育相談体制をさ

らに充実させてほしい。 

・子どもの安全を第一に考えた

施設の修繕等が大切である。

危険な施設は修繕ではなく、

撤去を検討してもよいのでは

ないか。 
 

○安全・安心で

美しい教育環

境の整備 

 

 

①日々の点検で危険個所を早期に発見し

安全措置を速やかに行うとともに、

１週間以内に修繕を行う。 

②印刷費を削減し、捻出した費用を環境

整備の費用に充てる。 

①施設の修繕漏れに関わる事故が０％で

あったか。 

②年間の印刷費用を２０％削減すること

ができたか。 

①修繕漏れに関わる事故は発生していな

い。 

②概ね達成することができた。 

 

Ｂ 

☆今後も安全に最大限配慮した施

設点検・修繕等を行っていく。 

学校内外の老木の処理に引き

続き取り組む必要がある。 
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（現状） 

○昨年度実施した学校運営協議会において、目指

す児童像についての熟議やコミュニティ・スク

ールの目指す方向性等について協議し、共通理

解することができた。 

○長年にわたり、安全指導、読み聞かせボランテ

ィア等の支援を得ながら、地域協働活動が展開

されている。 

（課題） 

○学校運営協議会でポスト・コロナの教育活動等

について熟議を深め、保護者・地域と連携した

教育活動を推進する。 

○既存のネットワーク（ＳＳＮ、ＭＳＮ）を更に

深化・充実させ、教育活動の充実を図る。 

○家庭、地域、

学校の連携強

化を図るため

教育活動の積

極的な情報公

開と相互の行

事参加 

 

①学校ＨＰにおいて、学校運営協議会、

ＳＳＮ、ＭＳＮ、学校だより等、積極

的に情報発信し、保護者、地域の方と

情報を共有する。 

②学校を支えてくださっている地域の

方々の来校機会をつくるとともに、地

域行事とのかかわりを増やし連携強化

を図る。 

①月２回以上のＨＰの更新や学校だより

のＨＰ上での発信を行うことができた

か。 

②地域と連携した行事への参加を年 3 回

以上行うとともに、ＳＳＮを活用した

授業を１０回以上実施する。 

①ＨＰの更新は、毎日行うことができ

た。保護者・地域からの評判も高い。 

 

②目標に掲げた回数は達成することがで

きた。 
Ａ 

☆本年度紡いだ保護者・地域との

連携、信頼関係をさらに深めら

れるよう一層の情報発信と協働

に努めていく。 

 

・学校運営協議会を中心とし

て、学校と地域との協働が進

んでいるように感じる。 

・「大地震に対する備え」につ

いては、喫緊の課題であり、

次年度は学校・家庭・地域で

連携して進めていく必要があ

る。授業にも積極的に取り入

れてほしい。 

・「地域を愛する子どもたち」

をみんなで育成していきた

い。 

○学校運営協議

会における熟

議の充実 

①経営方針等について、各々の立場から

ご意見をいただき、熟議を深めること

により未来を見据えた「目指す児童

像」や「教育活動」について絶えずア

ップデートして、教育活動の推進に活

かす。 

①学校運営協議会を年３回、着実に実施

することができたか 

②本音の意見、熟議の深化を図り、本校

の教育活動を練り上げる風土を醸成

し、具体的な教育活動として推進でき

たか。 

①学校運営協議会は、本太中学校とも深

く連携し、実施することができた。 

②地域の方と本音で意見を交わせるよう

な良好なコミュニケーションを図るこ

とができている。 

Ａ 

☆現在、保護者・地域と大地震に

対する備えについて話し合いを

始めている。学校・保護者・地

域で、今、できる備えについて

熟議し、実際に行動に移した

い。 
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（現状） 

○研究熱心で教育に対する情熱を持つ教員が多

く、学校課題研修である道徳科の研究が深まっ

ている。 

○校長の学校経営方針を踏まえて、学年主任を中

心に、共通理解・共通行動が図られている。 

（課題） 

○教員研修の個別最適化及び学年主任等のマネジ

メント裁量の拡大により特色ある教育活動の推

進を図る。 

〇自己マネジメントできる自立・自律した教職員

一人ひとりが互いの立場を尊重し合い、理解し

合い、支え合えるチームワークを向上させる。 

○学校経営方針

を踏まえなが

ら、各学年主

任や各主任が

教育活動等に

ついて創意工

夫を凝らし積

極的にマネジ

メントする 

〇自己マネジメ

ント能力を拡

大することに

よる働き方改

革の推進（質

的改革） 

①校内研修では、道徳を中心に据えなが

ら、プラスαで自己必要感を持つ内容

の研修に各自で取り組む。また、研修

履歴を活用した受講奨励による研修も

併せて推進し、主体的な自主研修を実

施する。 

②課題を明確にした研究授業を実施す

る。 

③学年主任が、自らの教育理念を掲げ、

自学年の経営方針を明確にしながら、

チャレンジ精神をもって学年経営を推

進する。同様に、他の主任についても

失敗を恐れず、創意工夫とチャレンジ

精神を持って所掌する教育活動等を展

開する。 

①教職員一人ひとりが、チャレンジ精神

を発揮して、目標を設定し、研修や教

育活動に取り組むことができたか。 

②学校評価の職員評価における「働き方

改革」の項目において、肯定的な回答

が８０％以上になったか。 

③学校評価における「授業の工夫改善」

の項目において、肯定的な回答が

80％以上になったか。 

④各学年 1 回以上の研究授業を実施し、

課題について協議し、今後の授業改善

に活かせたか。 

①研修については、教職員一人一人が意

識を高くして取り組むことができた。

さらなる研修スタイルを自主的に考え

られるようになっている。 

②働き方改革については、概ね目標を達

成している。さらなる努力を継続す

る。 

③授業改善については、大変意欲的に取

り組むことができた。 

④研究授業についても、意欲的に取り組

み、授業を公開することが日常的に行

わるようになっている。 

Ｂ 

①「研究は個業である」の言葉通

り、教職員一人ひとりが研究課

題を明確にして、取り組む自主

的な研修を目指す。教科・領域

に縛られず、個別最適化の課題

を全ての教職員が明確にして取

り組めるようにする。 

②学年主任をはじめ、各主任が目

の前の子どもたちのためにマネ

ジメント力をさらに発揮できる

ような校風を醸成する。 

 

・日々の業務に加え、自身の資

質・能力の向上のために研修

を実施されていることに敬意

を表する。 

・今後の研修では、失敗を恐れ

ずに様々なことにチャレンジ

してほしい。 

・教職員が研究に費やす時間を

生み出すような工夫も大切で

ある。 


